
科目区分 科目番号 1401 曜日時間

授業科目

単位数 時間 ４５　時間 開講時期 1年次 授業形態 臨地実習

担当教員

授業目的

中核

日 授業方法 時間 担当 備考

３）患者とコミュニケーションを図る

２）バイタルサイン測定、フィジカルアセスメント

事前
課題

評価計画
方法

テキスト
参考図書

実務歴
有

講義への
反映

備　考

１）快適な療養環境を整える

３）日常生活援助を安全・安楽に実施する

臨
地
実
習

13

各
担
当
教
員

１）療養環境としての病棟と病室の概要を知る

２）看護師と共に行動し、看護活動の実際を学ぶ

１．患者の健康状態や日常生活の観察をする

32

２．患者への日常生活援助

３．実習を通して、看護学生としての責任と倫理に
ついて考える

授業目標

授
業
の
内
容
と
方
法

授業内容

4
5
時
間

１．病院の概要の説明を受け院内を見学する

１．患者の療養環境を知ることができる
２．看護師の活動を知ることができる
３．コミュニケーションを図り、患者に関心を持つことができる
４．看護専門職を目指す学生としての態度について、考えることができる

宮下：看護師・保健師：病院勤務　14年　　看護教員：学校勤務　３年
吉元：看護師　　　　：病院勤務　17年　　看護教員：学校勤務　１年

病院勤務の経験を活かし、状況に即した実習を展開する

日常生活を支援する看護

専門分野

基礎看護学実習Ⅰ

１　単位

宮下　梨沙・吉元　恵美子

様々な健康状態にある患者とその人の療養生活について理解し、その人らしい日常生活を送るための看
護に必要な知識・技術・態度の理解を深める。

１．患者を生活者としてとらえることができる
２．日常生活援助を実施し、援助の必要性を考えることができる
３．実習を通して、看護学生の責任と倫理について考えることができる

出席状況、健康管理状況、実習態度などを含め、実習評価表の項目に沿って総合的に評価

既習のテキスト、必要な文献

療養環境、コミュニケーション技術、日常生活に影響する要因、日常生活援助技術


